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特集  内小友ファームの秘伝とうふ
ダイズな保険の話



特集　内小友ファームの秘伝とうふ

　
大
仙
市
内
小
友
の
有
限
会
社
内

小
友
フ
ァ
ー
ム
（
小
松
亥
佐
夫
代

表
取
締
役
＝
75
歳
、
従
業
員
14

人
）
で
は
、
安
全
・
安
心
な
商
品

を
消
費
者
に
届
け
よ
う
と
、
自
社

生
産
の
大
豆
を
使
っ
た
豆
腐
や
が

ん
も
ど
き
な
ど
の
加
工
品
を
製
造

し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
、
集
落
の
農
家
の
要
望

を
受
け
て
平
成
16
年
に
設
立
。
現

在
は
、
水
稲
約
70
㌶
、
大
豆
約
23

㌶
の
ほ
か
、
菌
床
シ
イ
タ
ケ
を
ハ

ウ
ス
21
棟
で
栽
培
し
、
所
得
向
上

の
た
め
の
６
次
産
業
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
農
業
の
傍
ら
豆
腐
製
造
業
を
営

ん
で
い
た
小
松
代
表
取
締
役
は
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
や
県
の
融
資

を
受
け
て
豆
腐
加
工
場
を
整
備
。

有限会社 内小友ファーム

写真右から
小松亥佐夫代表取締役（75）
中安勝秋さん（63）
高嶋耕治さん（64）
（豆腐製造担当）
町田陽子さん（64）
（加工担当）

右が青大豆の一種、秘伝豆。左がリュウ
ホウ。内小友ファームでは５：２の割合で
配合し豆腐を製造している。

自
社
産
の
秘
伝
豆
で
豆
腐
作
り

有
限
会
社 

内う
ち

小お

友と
も

フ
ァ
ー
ム

　
エ
ダ
マ
メ
と
し
て
も
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
香
り
と
濃
厚
な
味
わ
い
が

特
徴
の
青
大
豆
「
秘
伝
豆
」。
ス
ー
パ
ー
に
は
出
回
ら
な
い
内
小
友
フ
ァ
ー
ム

の
「
秘
伝
と
う
ふ
」
が
地
域
の
方
々
か
ら
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

大
仙
市
内
小
友
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豆
腐
、
厚
揚
げ
、
が
ん
も
ど
き
な

ど
を
製
造
し
、
自
社
直
売
所
「
草

穂
」
と
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
が
運
営

す
る
直
売
所
「
し
ゅ
し
ゅ
え
っ
と

ま
る
し
ぇ
」
で
製
品
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

　
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
冬
期
間

は
移
動
販
売
車
で
市
役
所
や
Ｊ
Ａ

の
支
所
を
巡
回
し
ま
す
。
看
板
商

品
の
「
秘
伝
と
う
ふ
」
は
週
に

５
０
０
丁
ほ
ど
製
造
し
ま
す
が
、

地
域
住
民
の
評
判
も
高
く
、
売
り

切
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
い
ま

す
。

　
「
一
番
の
こ
だ
わ
り
は
原
料
。

秘
伝
豆
は
価
格
が
高
く
て
一
般
の

豆
腐
店
が
原
料
に
す
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
そ
こ
は
農
業
法
人
の
強

み
。
自
社
産
の
品
質
の
良
い
豆
を

贅
沢
に
使
っ
て
い
る
。
香
り
が
良

く
、
ク
リ
ー
ミ
ー
な
味
わ
い
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
小
松
代

表
取
締
役
は
話
し
ま
す
。

　
「
今
後
は
米
だ
け
で
は
生
き
残

れ
な
い
。
今
年
か
ら
新
た
に
メ
ガ

団
地
で
い
ぶ
り
が
っ
こ
用
大
根
の

栽
培
を
始
め
る
予
定
。
さ
ま
ざ
ま

な
品
目
を
組
み
合
わ
せ
た
経
営
を

し
て
い
き
た
い
」
と
先
を
見
据
え

ま
す
。

秘伝とうふ（寄せ）300円、秘伝とうふ（木綿）150円、厚揚げ
（大）230円、がんもどき（大）170円、おからボール220円
（あん入りも新発売）　※全て自社直売所での税込み価格

大豆加工品ができるまで

揚げる

おから

おからボール
（揚げ菓子）

凝固

搾る

加熱・分離

豆乳

寄せ豆腐

水さらし

型入れ・カット

揚げる

がんもどき
自社産シイタケ入り

揚げる

厚揚げ

木綿豆腐

スタート
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全相殺
35.5％

収入保険
27.6％

半相殺
24.1％

一筆
12.7％

地域インデックス
0.1％

　
大
豆
共
済
の
一
筆
方
式
は
、
令
和

３
年
産
の
加
入
を
最
後
に
廃
止
さ
れ

ま
す
。
来
年
産
か
ら
は
、
全
相
殺
、

半
相
殺
、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
各

方
式
ま
た
は
収
入
保
険
へ
の
移
行
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
備
え
、
大

豆
共
済
ま
た
は
収
入
保
険
へ
の
加
入

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

今
年
産
で
一
筆
方
式
廃
止

収
入
保
険
・
他
方
式
の
検
討
を

オ
ス
ス
メ
の「
保
険
」は

全相殺・収入保険
選択者が６割超 大

豆
共
済

申し込みは

5/25
まで

※1　JAの乾燥調製施設から計量結果を得られる、または、乾燥調製先の受託者等からの証明書で収穫量が確認できる場合

※JAの乾燥調製施設から計量結果が得られる、また
は、乾燥調製先の受託者等からの証明書で収穫量が
確認できる場合は「はい」を選択してください

はい

はい

いいえ

いいえ

●収入保険
●全相殺方式（青色申告）

●全相殺方式

●半相殺方式
●地域インデックス方式

青色申告を
している　

乾燥調製施設に※

全量出荷している

減収のみで計算 減収と増収を合算 収入基準にワイドな補償
半相殺方式 全相殺方式 収入保険
収穫量 収穫量 農業収入 補償の対象

農家ごと 農家ごと 農家ごと 評価単位

２割超の減収 １割超の減収 １割超の収入減 支払対象

自然災害、病虫害、鳥獣害、
火災による収穫量の減少

自然災害、病虫害、鳥獣害、
火災による収穫量の減少

自然災害、価格低下、出荷
停止など、農業者の経営努
力では避けられない要因に

よる収入減少

対象となる
事故

８割 ９割 ― 補償割合

共済掛金等� 30,780円
ナラシ積立金� 45,000円
保管中の補償� 2,500円
　�合　計� 78,280円

共済掛金等� 49,329円�
ナラシ積立金� 45,000円
保管中の補償� 2,500円
　�合　計� 96,829円

保険料等� 14,054円
積立金� 22,500円
合　計� 36,554円
※保管中の補償を含む

掛金の目安

（基準金額）100万円

５㌃以上の栽培
５㌃以上の栽培

かつ青色申告または乾燥調製
施設に全量出荷��※1

青色申告 加入要件

大豆農家が加入する大豆共済各方式（令和２年産）
と収入保険（令和３年産）の選択状況
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昨年７月の大雨で冠水した大豆圃場（大仙市）

　以前は一筆方式に加入して
いましたが、被害を受けても
平年収量の３割は足切りであ
ることから、補償が今一つだ
と感じていました。
　全相殺方式は補償割合が９
割と高いことに加えて、出荷
証明書で減収量を算定する評
価の分かりやすさから、３年
前に切り替えました。

　昨年は、７月の断続的な降雨
や豪雨により生育不良となった
ほか、８月下旬から９月上旬に
かけて高温状態が続いたことで
養分が十分に行き渡らず、障害
粒が多くなりました。

　来年産から一筆方式に加入
できなくなることや、補償割
合の高さを考えて、今年から
収入保険に加入しました。
　ナラシ・水稲共済・大豆共
済の事務手続きを別々にする
必要がないのが魅力的です。
　体調を崩して営農できなく
なった場合も補償対象になる
ので安心です。

大谷　洋一 さん（54）
能代市栗山

　　経営内容
　　　・大豆　7㌶
　　　・水稲　2.3㌶

佐藤　久 さん（57）
美郷町金沢西根

　　経営内容
　　　・大豆　20㌶
　　　・水稲　13㌶

※2　�地域インデックス方式は、市町村ごとの統計単収に基づき共済金を算定するため、農業者の
被害状況に応じた補償とはなりません

支払日　令和３年４月23日

令和３年産で廃止 統計データで支払い
一筆方式 地域インデックス方式

補償の対象 収穫量 収穫量

評価単位 耕地一筆ごと 農家ごと・市町村ごと��※2

支払対象 ３割超の減収 １割超の減収

対象となる
事故

自然災害、病虫害、鳥獣害、
火災による収穫量の減少

自然災害、病虫害、
鳥獣害などによる
収穫量の減少

補償割合 ７割 ９割

掛金の目安

（基準金額）100万円

共済掛金等� 21,609円
ナラシ積立金� 45,000円
保管中の補償� 2,500円
　�合　計� 69,109円

共済掛金等� 25,475円�
ナラシ積立金� 45,000円
保管中の補償� 2,500円
　�合　計� 72,975円

加入要件 ５㌃以上の栽培 ５㌃以上の栽培

私は大豆共済私は収入保険

過去20年間の主な大豆被害
主な災害 支払共済金

H14 雨害湿潤害 4億575万円

H16 風水害 5億9,927万円

H22 雨害湿潤害 1億7,477万円

H23 雨害湿潤害 2億2,467万円

H24 雨害湿潤害 2億2,068万円

一筆から全相殺へ

全相殺で9780万支払い

一筆から収入保険へ

支所 戸数 金額（円）
北秋田山本 5 3,407,652
中　央 102 32,181,562
由　利 30 1,203,137
仙　北 43 30,572,276
横手市 33 24,712,052
雄　勝 34 5,806,433
合　計 247 97,883,112
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果
樹
共
済
の
特
定
危
険
方
式
は
、
令
和

３
年
産
の
加
入
を
最
後
に
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
４
年
産
か
ら
は
、
減
収
総
合
一
般
、

減
収
総
合
短
縮
、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の

各
方
式
ま
た
は
収
入
保
険
へ
の
移
行
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
備
え
、
果
樹
共

済
ま
た
は
収
入
保
険
へ
の
加
入
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

特
定
危
険
方
式
廃
止

収
入
保
険
・
他
方
式
の
検
討
を

加入者の７割が切り替え必要

果樹農家が加入する果樹共済各方式（令和２年産）と
収入保険（令和３年産）の選択状況

果
樹
共
済

平成30年台風21号で落下したリンゴ（横手市）平成30年台風21号で落下したリンゴ（横手市）

収入保険は
あらゆるリスクから
農業者を守ります

花芽の形成期から補償 収入基準にワイドな補償
減収総合一般方式 収入保険

収穫量 農業収入 補償の対象

３割超の減収 １割超の収入減 支払対象

自然災害、病虫害、鳥獣害、
火災による収穫量の減少

自然災害、価格低下、出荷
停止など、農業者の経営努
力では避けられない要因に

よる収入減少

対象となる
事故

７割 ― 補償割合

り ん ご� 23,900円
な　　し� 25,600円
ぶ ど う� 26,700円
おうとう� 50,400円
保管中の補償は＋2,500円

保険料等　14,054円
※積立金が別にかかります
保管中の補償を含む

掛金の目安

（基準金額）100万円

類（収穫期）ごとに
５㌃以上の栽培 青色申告 加入要件

特定危険
73.2％

収入保険
19.4％

地域インデックス
1％

総合短縮 3.1％
総合一般
3.3％

申し込みは

6/15
まで

地域インデックス方式
減収総合一般方式の
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　今冬の大雪は55年間の農
家経験の中で一番ひどい災害
でした。
　これまで予想できない被害
に何度も遭った経験から、暴
風雨やひょう害など特定の自
然災害だけでなく、年間を通
して幅広いリスクに備えられ
る総合一般方式を選びまし
た。

　収量を基準とする果樹共済
の特定危険方式よりも、収入
全体を補償される収入保険が
自分に合っていると感じ、移
行しました。
　果樹は自然災害の影響を受
けやすいので、備えとして頼
りになる保険だと思っていま
す。

●収入保険　　　　　　　　令和３年11月30日まで
●減収総合一般方式　　　　令和３年６月15日まで
●地域インデックス方式　　令和３年６月15日まで
●減収総合短縮方式　　　　令和４年３月20日まで

令和４年産の補償、申し込み期限は？

佐々木　悟 さん（71）
横手市平鹿町

　経営内容
　・リンゴ　92㌃
　・水稲　　82㌃

石垣　修 さん（67）
大館市中山

　経営内容
　・ナシ　　　80㌃
　・リンゴ　　40㌃
　・水稲　　　23㌃
　・アスパラ　18㌃

※地域インデックス方式は、県等ごとの統計単収に基づき共済金を算定するため、農業者の被害状況に応じた補償とはなりません

私は果樹共済私は収入保険

過去20年間の主な果樹被害
主な災害 支払共済金

H14 風害 1億4,959万円

H16 風水害 6億2,559万円

H17 風害 1億1,652万円

H22 凍霜害 1億1,419万円

H30 風水害 1億1,101万円

特定危険から総合一般へ特定危険から収入保険へ

令和３年産で廃止 発芽期から補償 統計データで支払い
特定危険方式 減収総合短縮方式 地域インデックス方式

補償の対象 収穫量 収穫量 収穫量

支払対象 ２割超の減収 ３割超の減収 １割超の減収

対象となる
事故

暴風雨、降ひょう、
または凍傷もしくは降霜に
よる収穫量の減少

自然災害、病虫害、鳥獣害、
�火災などによる収穫量の減少

自然災害、病虫害、
鳥獣害などによる
統計単収の減少

補償割合 ８割 ７割 ９割

掛金の目安

（基準金額）100万円

り ん ご� 17,200円
な　　し� 17,600円
ぶ ど う � 18,400円
おうとう� 38,700円
保管中の補償は＋2,500円

り ん ご� 18,500円
な　　し� 23,300円
ぶ ど う � 22,900円
おうとう� 40,600円
保管中の補償は＋2,500円

り ん ご� 20,600円
な　　し� �17,900円
ぶ ど う � 21,700円
おうとう� 10,700円
保管中の補償は＋2,500円

加入要件 類（収穫期）ごとに５㌃以上栽培し、
栽培面積の合計が20㌃以上

類（収穫期）ごとに
５㌃以上の栽培 ５㌃以上の栽培

補償期間のイメージ
令和３年 令和４年

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

収入保険
総合一般・地域インデックス

総合短縮
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新総代207人が決定
　３月16日の総代選挙では、全ての選挙区で候補者が
定数と同数になり、207人が無投票当選となりました。
新総代は次の方々です。
【任期】令和３年４月１日～令和６年３月31日

　
鹿
角
市
（
８
人
）

橋
場　
義
則

金
萬　
信
雄

児
玉　
信
雄

藤
田　
由
廣

小
笠
原　
茂

田
口　
誠
三

農
事
組
合
法
人　
大
里
フ
ァ
ー
ム

　
　
代
表
理
事　
安
保　
春
喜

阿
部　
忠
良

　
小
坂
町
（
１
人
）

小
林　
正
行

　
大
館
市
（
12
人
）

（
株
）フ
ァ
ー
ム
畠
山

　
代
表　
畠
山　
博
実	

（
大
館
）

農
事
組
合
法
人　
大
茂
内

　
代
表
理
事　
渡
辺　
修
作	

（
大
館
）

安
部　
晴
仁	

（
大
館
）

釜
谷　
重
雄	

（
大
館
）

平
泉　
隆
義	

（
大
館
）

小
畑　
満
義	

（
大
館
）

畠
山　
謙
一	

（
大
館
）

佐
々
木　
二
蔵	

（
大
館
）

渡
部　
鉄
雄	

（
比
内
）

渡
辺　
修
一	

（
比
内
）

石
山　
元
一	

（
田
代
）

髙
坂　
国
雄	

（
田
代
）

　
北
秋
田
市
（
７
人
）

亀
山　
誠	

（
鷹
巣
）

石
川　
隆
雄	

（
鷹
巣
）

畠
山　
金
雄	

（
鷹
巣
）

笹
代　
初
生	

（
鷹
巣
）

（
株
）
あ
ぐ
り
岩
偶
の
里

　
代
表
取
締
役　
畠
山　
隆
基	
（
森
吉
）

松
橋　
悦
治	
（
阿
仁
）

（
株
）近
藤
農
場

　
代
表
取
締
役　
近
藤　
裕
太	

（
合
川
）

　
上
小
阿
仁
村
（
１
人
）

柴
田　
寛
三
郎

　
能
代
市
（
８
人
）

柴
田　
賢	

（
能
代
）

大
高　
敏	

（
能
代
）

平
川　
義
市	

（
能
代
）

大
高　
吉
秋	

（
能
代
）

鎌
田　
文
尋	

（
能
代
）

石
井　
昇	

（
能
代
）

安
井　
唯
男	

（
二
ツ
井
）

工
藤　
和
美	

（
二
ツ
井
）

　
藤
里
町
（
１
人
）

土
佐　
正
寛

　
八
峰
町
（
３
人
）

佐
藤　
信
彦	

（
峰
浜
）

福
山　
正
人	

（
峰
浜
）

（
株
）
真
瀬
フ
ァ
ー
ム

　
代
表
取
締
役　
工
藤　
雅
樹	

（
八
森
）

　
三
種
町
（
６
人
）

市
野
地
区
営
農
組
合

　
組
合
長　
板
垣　
鉄
雄	

（
琴
丘
）

斎
藤　
孝
光	

（
琴
丘
）

近
藤　
則
義	

（
山
本
）

池
内　
金
義	

（
山
本
）

三
浦　
泰
昭	

（
八
竜
）

日
諸　
重
美	

（
八
竜
）

　
男
鹿
市
（
７
人
）

伊
藤　
淑
栄	

（
男
鹿
）

平
賀　
一
男	

（
男
鹿
）

吉
田　
陽
一	

（
男
鹿
）

鈴
木　
慶
美	

（
男
鹿
）

高
橋　
千
直	

（
若
美
）

進
藤　
清
隆	

（
若
美
）

西
方　
　
豊	

（
若
美
）

　
潟
上
市
（
６
人
）

川
上　
孝	

（
昭
和
）

菅
原　
良
一	

（
昭
和
）

瀬
川　
秋
雄	

（
飯
田
川
）

安
田　
秋
広	
（
天
王
）

佐
藤　
清
美	

（
天
王
）

伊
藤　
時
雄	

（
天
王
）

　
八
郎
潟
町
（
２
人
）

伊
藤　
一

工
藤　
清
一

　
五
城
目
町
（
３
人
）

佐
々
木　
雄
幸

畑
沢　
一

佐
藤　
政
孝

　
井
川
町
（
２
人
）

伊
藤　
俊
郎

藤
田　
次
男

　
秋
田
市
（
14
人
）

鎌
田　
均	

（
秋
田
）

古
木　
仁
悦	

（
秋
田
）

保
坂　
進	

（
秋
田
）

佐
藤　
祐
治	

（
秋
田
）

佐
々
木　
貞
助	

（
秋
田
）

須
田　
正
勝	

（
秋
田
）

石
川　
彦
孝	

（
秋
田
）

相
場　
久
一	

（
秋
田
）

塚
田　
治
誠	

（
秋
田
）

鈴
木　
誠
徳	

（
河
辺
）

佐
々
木　
和
昭	

（
河
辺
）

佐
藤　
茂	

（
雄
和
）

伊
藤　
敏
一	

（
雄
和
）

工
藤　
勇
一	

（
雄
和
）

　
由
利
本
荘
市
（
18
人
）

金
子　
兼
男	

（
本
荘
）

鎌
田　
三
代
治	

（
本
荘
）

猪
股　
忠
三	

（
本
荘
）
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湯
沢
市
（
18
人
）

新
山　
博
靖	

（
湯
沢
）

佐
々
木　
栄
太
郎	

（
湯
沢
）

伊
藤　
友
弘	

（
湯
沢
）

高
久　
義
和	

（
湯
沢
）

菅　
義
人	

（
湯
沢
）

奥
山　
優
一	

（
湯
沢
）

村
上　
絢
一	

（
湯
沢
）

阿
部　
正	

（
稲
川
）

佐
藤　
俊
雄	

（
稲
川
）

髙
橋　
忠
雄	

（
稲
川
）

沓
澤　
弥	

（
稲
川
）

藤
原　
健	

（
稲
川
）

（
株
）雄
勝
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

　
代
表
取
締
役　
今　
一	

（
雄
勝
）

西
村　
一	

（
雄
勝
）

由
利　
幸
悦	

（
雄
勝
）

野
崎　
守	

（
雄
勝
）

高
橋　
郁
夫	

（
皆
瀬
）

髙
橋　
新
一	

（
皆
瀬
）

　
羽
後
町
（
８
人
）

真
田　
稔

阿
部　
敏
雄

武
田　
信
宏

齋
藤　
伸
一

佐
藤　
一
志

小
野　
浩
二

小
坂　
龍
一

武
田　
文
夫

　
東
成
瀬
村
（
１
人
）

佐
々
木　
義
夫

佐
藤　
秀
世	

（
西
仙
北
）

佐
藤　
幸
喜	

（
中
仙
）

澁
川　
昇
榮	

（
中
仙
）

鈴
木　
次
男	

（
中
仙
）

鈴
木　
耕
悦	

（
中
仙
）

進
藤　
徳
明	

（
協
和
）

（
有
）
弥
栄

　
代
表
取
締
役　
加
藤
弘
栄	

（
協
和
）

小
松　
満	

（
太
田
）

倉
田　
藤
兵
衛	

（
太
田
）

煤
賀　
隆
芳	

（
太
田
）

佐
々
木　
信
尾	

（
太
田
）

佐
々
木　
助
十
郎	

（
南
外
）

高
見　
正
志	

（
南
外
）

大
西　
四
十
二	

（
仙
北
）

佐
藤　
隆
盛	

（
仙
北
）

茂
木　
忠
夫	

（
仙
北
）

　
仙
北
市
（
７
人
）

菅
原　
浩	

（
角
館
）

藤
枝　
誠	

（
角
館
）

田
村　
久
雄	
（
田
沢
湖
）

佐
々
木　
定
吉	
（
田
沢
湖
）

佐
藤　
昭
吾	
（
田
沢
湖
）

阿
部　
重
廣	

（
西
木
）

千
葉　
利
数	

（
西
木
）

　
美
郷
町
（
10
人
）

齊
藤　
元
昭	

（
六
郷
）

飛
澤　
名
臣	

（
六
郷
）

佐
々
木　
光
夫	

（
千
畑
）

中
村　
貞
悦	

（
千
畑
）

橘　
隆
一	

（
千
畑
）

進
藤　
通
生	

（
千
畑
）

川
村　
継
美	

（
仙
南
）

髙
橋　
弘
悦	

（
仙
南
）

伊
藤　
孝
弘	

（
本
荘
）

三
浦　
正
美	

（
矢
島
）

相
庭　
安
一	

（
矢
島
）

齋
藤　
修
一	

（
岩
城
）

佐
藤　
順	

（
由
利
）

木
村　
要	

（
由
利
）

三
浦　
誠	

（
西
目
）

佐
藤　
誠	

（
鳥
海
）

佐
藤　
秀
孝	
（
鳥
海
）

佐
藤　
保
弘	
（
鳥
海
）

佐
々
木　
一
徳	

（
東
由
利
）

佐
々
木　
雅
廣	

（
東
由
利
）

小
笠
原　
公
毅	

（
大
内
）

鈴
木　
哲	

（
大
内
）

佐
々
木　
由
美	

（
大
内
）

　
に
か
ほ
市
（
５
人
）

大
須
賀　
雄
治
郎	

（
仁
賀
保
）

阿
部　
静
夫	

（
仁
賀
保
）

佐
藤　
聡	

（
金
浦
）

佐
々
木　
健	

（
象
潟
）

斎
藤　
喜
信	

（
象
潟
）

　
大
仙
市
（
28
人
）

渡
部　
春
男	

（
大
曲
）

三
浦　
正
幸	

（
大
曲
）

嶋
貫　
長
行	

（
大
曲
）

東
海
林　
繁	

（
大
曲
）

三
浦　
功	

（
大
曲
）

河
越　
昇	

（
大
曲
）

明
野　
一
雄	

（
大
曲
）

佐
藤　
良
美	

（
神
岡
）

黒
川　
雄
一	

（
神
岡
）

藤
原　
茂	

（
西
仙
北
）

佐
原　
吉
春	

（
西
仙
北
）

斉
藤　
幸
雄	

（
西
仙
北
）

佐
藤　
博
文	

（
仙
南
）

伊
藤　
誠
德	

（
仙
南
）

　
横
手
市
（
31
人
）

遠
山　
一
栄	

（
横
手
）

柴
田　
孝	

（
横
手
）

伊
藤　
一
男	

（
横
手
）

髙
橋　
聡	

（
横
手
）

伊
藤　
武
信	

（
横
手
）

小
田
島　
和
美	

（
横
手
）

佐
々
木　
勝
美	

（
増
田
）

小
原　
正
樹	

（
増
田
）

佐
藤　
八
左
エ
門	

（
増
田
）

菅
原　
忠
正	

（
平
鹿
）

農
事
組
合
法
人　
は
や
し
ざ
き

　
代
表
理
事　
後
藤
一
夫	

（
平
鹿
）

東
海
林　
忠
一	

（
平
鹿
）

佐
藤　
義
利	

（
平
鹿
）

阿
部　
茂	

（
平
鹿
）

伊
藤　
勇
一	

（
平
鹿
）

佐
々
木　
悟	

（
雄
物
川
）

渡
辺　
良
一	

（
雄
物
川
）

佐
々
木　
正
男	

（
雄
物
川
）

小
西　
均	

（
雄
物
川
）

大
久
保　
清
助	

（
雄
物
川
）

小
野　
松
治	

（
大
森
）

佐
藤　
政
一	

（
大
森
）

瀧
澤　
京
一	

（
大
森
）

福
田　
鉄
生	

（
十
文
字
）

古
関　
修	

（
十
文
字
）

梅
津　
克
義	

（
十
文
字
）

小
西　
與
一	

（
十
文
字
）

照
井　
則
雄	

（
山
内
）

佐
々
木　
重
美	

（
大
雄
）

佐
々
木　
吉
一	

（
大
雄
）

高
橋　
定
義	
（
大
雄
）
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平
成
23
年
豪
雪
の
枝
折
れ
被
害

で
収
量
が
極
端
に
減
り
、
そ
れ
ま

で
加
入
し
て
い
た
果
樹
共
済
を
や

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
収
量
が
回

復
し
て
き
た
た
め
、
「
そ
ろ
そ
ろ

リ
ン
ゴ
の
補
償
を
」
と
考
え
て
い

た
時
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
か
ら
収

入
保
険
を
勧
め
ら
れ
、
令
和
元
年

か
ら
加
入
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
は
、
干
害
に
よ
る
生

育
不
良
で
小
玉
が
多
く
な
り
、
単

価
も
安
か
っ
た
た
め
、
収
入
が
減

り
ま
し
た
。
果
樹
共
済
で
は
、
販

売
価
格
の
低
下
は
対
象
外
で
す

が
、
収
入
保
険
で
は
補
て
ん
金
が

支
払
わ
れ
て
と
て
も
助
か
り
ま
し

た
。
青
色
申
告
の
書
類
で
算
定
さ

れ
る
た
め
、
損
害
評
価
の
負
担
が

な
い
こ
と
も
良
か
っ
た
で
す
。

　
今
年
は
10
年
前
と
同
様
の
大
雪

被
害
が
あ
り
、
４
割
ほ
ど
の
減
収

を
予
想
し
て
い
ま
す
。
個
人
的
に

は
、
大
雪
の
間
隔
は
年
々
短
く
な

る
の
で
は
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
市
場
価
格
は
、
青
森
な
ど
の
主

生
産
地
の
出
来
に
左
右
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
リ
ン
ゴ
栽
培
は
努
力

だ
け
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
こ
と
も

起
こ
り
ま
す
。
収
入
保
険
は
、
自

然
災
害
は
も
ち
ろ
ん
、
市
場
価
格

の
下
落
な
ど
様
々
な
リ
ス
ク
に
備

え
ら
れ
る
の
で
、
と
て
も
心
強
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

鈴木　敏美 さん
（横手市）
リンゴ　２㌶

　
　

 

営
農
計
画
を
変
更
し
た
場
合
の
補
償
は
？

Q お
し
え
て
！

入
っ
て

 
よ
か
っ
た
！

険

入
保

収

豪
雪
や
価
格
低
下
で
も
安
心

　
収
入
保
険
の
加
入
後
に
、
作
付

け
品
目
や
面
積
等
を
変
更
し
た
場

合
は
、
営
農
計
画
を
変
更
し
て
保

険
期
間
の
見
込
収
入
を
見
直
し
ま

す
。

　
変
更
に
伴
い
基
準
収
入
金
額
が

変
わ
る
場
合
に
は
、
保
険
料
等
の

追
徴
ま
た
は
返
還
が
発
生
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

水
稲
か
ら
大
豆
へ
変
更
し
た
場
合

　
加
入
時
に
作
付
け
を
予
定
し
て

い
た
「
水
稲
」
を
「
大
豆
」
に
変

更
す
る
場
合
に
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に

届
け
出
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
作
付
け
品

目
や
面
積
等
を
確
認
し
、
保
険
期

間
の
見
込
収
入
に
適
用
す
る
単

収
・
単
価
を
設
定
し
、
適
切
な
保

険
期
間
の
見
込
収
入
を
設
定
す
る

こ
と
で
基
準
収
入
金
額
を
見
直
し

ま
す
。

令
和
３
年
産
水
稲
に
係
る
留
意
点

　
加
入
時
に
は
「
主
食
用
米
」
と

し
て
い
た
も
の
が
、
保
険
期
間
中

に
「
飼
料
用
米
」
や
「
加
工
用

米
」
等
に
変
更
に
な
る
場
合
も
届

け
出
が
必
要
で
す
。
米
は
用
途
に

よ
っ
て
単
収
・
単
価
の
見
直
し
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
主
食
用
米
か
ら
、
飼
料
用
米
や

加
工
用
米
に
変
更
し
た
場
合
に
は

販
売
単
価
が
下
が
り
、
補
償
の
も

と
に
な
る
基
準
収
入
金
額
も
下
が

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
営
農
計
画
の
変
更
が
生
じ
た
際

に
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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Ａ　
生
計
を
一
に
し
て
い
る
夫
婦
間

に
お
け
る
事
業
主
は
、
い
ず
れ
か
一

人
と
な
り
ま
す
の
で
、
水
稲
と
野
菜

を
別
々
の
名
義
で
申
告
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
事
業
主
が
誰
で
あ
る
か
の
判
定
に

つ
い
て
は
、
農
業
経
営
や
家
庭
生
活

の
状
況
な
ど
を
総
合
勘
案
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

【
解
説
】
夫
婦
間
に
お
い
て
、
農
業

夫
婦
間
に
お
け
る

　
　
　
農
業
の
事
業
主
の
判
定

Ｑ　
水
稲
の
栽
培
は
私
が
担
当
し
、

野
菜
の
栽
培
は
妻
が
担
当
し
て
お

り
、
販
売
代
金
も
そ
れ
ぞ
れ
の
名
義

の
通
帳
に
別
々
に
振
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
水
稲
は

私
名
義
で
、
野
菜
は
妻
名
義
で
申
告

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

所
得
が
誰
に
帰
属
す
る
か
を
判
定
す

る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
農

業
の
経
営
方
針
の
決
定
に
支
配
的
影

響
力
を
持
つ
と
認
め
ら
れ
る
人
が
事

業
主
で
あ
る
も
の
と
推
定
し
、
判
定

で
き
な
い
と
き
は
、
生
計
を
主
宰
す

る
も
の
が
事
業
主
で
あ
る
も
の
と
推

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

経
営
移
譲
年
金
受
給
者
は

　
　
事
業
専
従
者
と
な
れ
る
か

Ｑ　
私
の
父
は
、
経
営
移
譲
年
金
の

受
給
の
た
め
、
農
業
経
営
を
私
に
移

譲
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
農
業
に

は
従
事
し
て
い
ま
す
。
私
の
父
を
事

業
専
従
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

か
。

Ａ　
経
営
移
譲
後
も
専
ら
農
業
に
従

事
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
事
業
専

従
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
秋
田
南
税
務
署
）

知知
っ
ト
ク

のの
話話

住宅（一般造）1,000万円加入の場合

火
災
共
済

基本プラン
（特約なし） 10,800円

小損害実損てん補
特約付き 12,060円

総
合
共
済

基本プラン
（特約なし） 30,700円

小損害実損てん補
特約付き 33,680円

特約をつけると掛金は？
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太さと色味の
　　良さを求めて
秋田市　佐藤　政男 さん

伝伝統統ををつなぐつなぐ

秋田さしびろ
Vol.5

秋田市や由利本荘市で
栽培される「秋田さしびろ」

　
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
伝
統
野
菜
「
秋

田
さ
し
び
ろ
」
を
作
り
続
け
て
約
70
年

に
な
る
秋
田
市
仁
井
田
の
佐
藤
政
男
さ

ん
（
84
）
。
中
学
校
卒
業
以
来
、
農
業

に
従
事
し
、
現
在
は
秋
田
さ
し
び
ろ
の

ほ
か
、
「
秋
田
ふ
き
」
「
仁
井
田
菜
」

な
ど
約
10
種
類
の
野
菜
を
30
㌃
で
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　
秋
田
さ
し
び
ろ
は
、
九
条
ネ
ギ
系
で

柔
ら
か
い
食
感
と
甘
味
が
特
徴
。
前
年

の
９
月
上
旬
に
株
分
け
し
、
４
～
５
本

を
一
株
に
し
て
植
え
替
え
ま
す
。
越
冬

し
、
雪
が
解
け
た
後
に
成
長
を
早
め
、

20
㌢
以
上
に
生
育
し
た
も
の
を
地
際
か

ら
鎌
で
刈
り
取
り
ま
す
。

　
早
い
時
期
の
も
の
は
高
値
で
取
引
さ

れ
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
で
栽
培
す
る
農

家
も
い
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
栽
培
は
３
月

上
旬
か
ら
、
露
地
栽
培
は
３
月
下
旬
か

ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
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「
近
隣
の
農
家
が
競
う
よ
う
に
出
荷

し
た
昭
和
30
年
代
が
懐
か
し
い
。
早
く

か
け
た
ト
ン
ネ
ル
が
雪
で
潰
れ
る
人
が

い
た
の
も
懐
か
し
い
思
い
出
だ
」
と
佐

藤
さ
ん
は
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

施
肥
は
刈
り
取
り
後
、
植
え
直
し

前
、
消
雪
後
の
３
回
行
い
ま
す
。
雑
草

対
策
の
た
め
マ
ル
チ
を
敷
き
、
殺
菌
剤

の
使
用
を
極
力
控
え
る
と
い
い
ま
す
。

　
朝
に
刈
り
取
っ
た
秋
田
さ
し
び
ろ
を

約
10
本
ご
と
に
束
ね
、
そ
の
日
の
う
ち

に
市
内
の
青
果
物
卸
売
会
社
に
出
荷
し

ま
す
。
取
引
価
格
は
１
㌔
あ
た
り
お
よ

そ
３
０
０
円
。
作
業
は
４
月
い
っ
ぱ
い

続
き
ま
す
。

　
「
値
段
に
関
わ
ら
ず
、
良
い
品
質
の

も
の
が
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
。
今
後
も

太
く
て
色
の
良
い
サ
シ
ビ
ロ
を
作
り
続

け
た
い
」
と
佐
藤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

■
18
頁
に
レ
シ
ピ
掲
載

　
佐
藤
さ
ん
が
栽
培
す
る
「
秋
田
ふ

き
」
を
使
用
し
た
「
秋
田
ホ
ラ
ふ
き

ゴ
マ
か
し
」
が
人
気
を
呼
ん
で
い
ま

す
。

　
秋
田
市
泉
中
央
の
秋
田
ふ
き
粉
会

（
佐
藤
郁
子
会
長
）
と
同
地
区
の
菓

子
店
・
グ
ラ
ン
シ
ェ
フ
（
菅
生
春
雄

店
主
）
が
共
同
開
発
し
た
焼
き
菓

子
。

　
秋
田
ふ
き
の
葉
を
粉
末
に
し
、
ゴ

マ
と
合
わ
せ
て
練
り
込
ん
だ
生
地
を

丁
寧
に
焼
き
上
げ
た
一
品
で
、
ゴ
マ

の
甘
さ
と
秋
田
ふ
き
の
ほ
ろ
苦
さ
が

好
評
で
す
。

　
同
市
に
あ
る
な
か
い
ち
の
「
秋
田

畑
」
で
販
売
す
る
ほ
か
、
電
話
で
個

別
注
文
で
き
ま
す
。

　

個
別
注
文
は
秋
田
ふ
き
粉

会
・
佐
藤
代
表
へ
＝
☎
０
９
０

（
６
６
８
１
）
３
３
１
６

　佐藤さんとは30年以上前
からの付き合いですが、面倒
見が良い人で、地域をけん引
する篤農家です。
　サシビロをはじめ、バレイ
ショや青菜など、常に品質の
高い農産物を出荷してくれて
います。
　健康に気を付けてこれから
も頑張っていただきたいで
す。

丸果秋田県青果株式会社
営業本部長

安斎　美紀男 さん

※�仁井田周辺では、身欠きニシンを「ニシ」と、生のニシンを「カド」
と呼びます

材料

作り方

秋
田
ホ
ラ
ふ
き
ゴ
マ
か
し

ニシ※かやき

秋田さしびろ、身欠き
ニシン、豆腐、味噌

①�身欠きニシンを湯通
しして油抜きする
②�味噌をといた出汁に
身欠きニシン、さし
びろ、豆腐を入れて
煮る（煮過ぎないの
がポイント）

つながる
輪

秋田畑では、１袋（１枚入り）167円、１箱
（10枚入り）で税込1,865円で販売（いず
れも税込み）

シーズンを通じて１万
本以上を出荷する佐藤
さん 佐藤さんが

作る
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大
館
市
赤
石
で
畜
産
業
を
営
む
東
日

本
物
産
株
式
会
社
（
富
樫
晃
社
長
、
54

歳
）
。
消
費
拡
大
を
図
ろ
う
と
同
市
産

の
秋
田
純
米
牛
や
比
内
地
鶏
の
肉
を
使

用
し
た
カ
レ
ー
を
開
発
し
、
発
売
開
始

か
ら
１
カ
月
で
２
０
０
０
食
を
売
り
上

げ
評
判
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
、
同
市
雪
沢
の
東
日
本
フ
ァ

ミ
リ
ー
牧
場
で
黒
毛
和
種
の
肥
育
牛
２

８
０
頭
、
北
海
道
の
２
つ
の
牧
場
で
７

０
０
頭
ほ
ど
を
飼
育
す
る
ほ
か
、
鹿
角

市
の
繁
殖
農
家
に
35
頭
を
預
託
し
て
い

ま
す
。
全
て
国
産
の
米
粉
を
使
用
し
た

同
社
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
で
、
「
秋
田
純
米

牛
」と
し
て
商
標
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

販
売
す
る
カ
レ
ー
は
、
同
ブ
ラ
ン

ド
牛
を
使
用
し
た
「
秋
田
純
米
牛
カ

レ
ー
」
と
地
元
で
飼
育
さ
れ
た
比
内
地

鶏
の
肉
を
使
用
し
た
「
比
内
地
鶏
カ

レ
ー
」
。
昨
年
の
７
月
か
ら
開
発
し
、

試
行
を
重
ね
12
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
由
利
本
荘
市
赤
田
で
水
稲
36
㌶
や
大

豆
10
㌶
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
33
㌃
を
作
付

け
る
農
事
組
合
法
人
赤
田
フ
ァ
ー
ム

（
田
口
純
一
代
表
理
事
＝
70
歳
、
構
成

員
13
人
）
。
地
域
の
高
齢
化
と
後
継
者

不
足
が
進
む
中
で
、
持
続
可
能
な
組
織

を
目
指
し
て
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
赤
田
フ
ァ
ー
ム
は
、
赤
田
中
集
落
営

農
組
合
を
母
体
に
14
年
に
法
人
化
し
て

設
立
。
「
元
気
な
中
山
間
農
業
応
援
事

業
」
や
「
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支

援
事
業
」
な
ど
を
活
用
し
て
機
械
を
導

入
し
、
生
産
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
水
稲
は
、
密
苗
や
直
播
が
可
能
な
田

植
機
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
機
械
作

業
の
改
善
や
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
高
価
格
帯
の
特
別
栽
培
米
か
ら

業
務
用
米
ま
で
を
組
み
合
わ
せ
、
経
営

リ
ス
ク
の
分
散
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　
販
売
は
同
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
と
し
て
の
利
用
を
メ
イ
ン
に
、
贈

答
品
と
し
て
の
販
売
も
勧
め
て
い
ま

す
。
同
社
で
購
入
で
き
る
ほ
か
、
同
市

の
日
景
温
泉
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
富
樫
社
長
は
「
地
元
農
家
を
応
援
す

る
た
め
た
く
さ
ん
の
人
に
手
に
と
っ
て

も
ら
い
た
い
。
県
外
の
人
へ
の
贈
答
品

に
も
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
期

待
を
こ
め
ま
す
。

　
15
年
に
始
め
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、

露
地
と
ハ
ウ
ス
栽
培
で
長
期
出
荷
体
系

を
構
築
。
田
口
代
表
は
、
「
４
月
か
ら

10
月
ま
で
収
穫
で
き
、
女
性
や
高
齢
者

の
働
く
場
の
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
説
明
し
ま
す
。

　
「
通
年
雇
用
に
向
け
た
冬
期
の
収
入

確
保
が
課
題
。
福
利
厚
生
を
充
実
さ

せ
、
休
日
を
確
保
す
る
な
ど
、
さ
ら
に

環
境
を
整
え
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

東日本物産株式会社

農事組合法人
赤田ファーム

自社産牛と
　比内地鶏の肉で
　　　レトルトカレー

持続可能な
　　法人へ経営改善

大館市

由利本荘市

比内地鶏カレー（左）と秋田純米牛カレー。
価格はいずれも１箱税込み1,100円

農林水産省と全国担い手育成総合支援
協議会から「令和２年度全国優良経営体
表彰（経営改善部門）」を受けた田口代
表（左）

▶住所
　大館市赤石字塚ノ岱29番地１

▶電話番号　0186－49－0100

富樫社長（中）と東日本物産のスタッフ

アスパラのハウスで田口代表。施用
する堆肥は、法人のもみ殻に地域の
牛ふんを混ぜて発酵させています
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詳
し
く
は
17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

▶商品の問い合わせ
　しゅしゅえっとまるしぇ

▶電話番号　0187－73－5194

　

湯
沢
市
倉
内
の
小
原
聡
子
さ
ん

（
37
）
は
、
ハ
ウ
ス
10
棟
18
・
６
㌃
で

栽
培
し
た
ト
マ
ト
を
加
工
し
、
「
ミ
ス

タ
ー
Ｋ
の
フ
ラ
イ
ソ
ー
ス
」
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
義
父
の
勝
美
さ
ん
（
68
）
が
作
付
け

る
ト
マ
ト
「
桃
太
郎
フ
ァ
イ
ト
」
を
４

年
前
か
ら
一
緒
に
手
掛
け
る
聡
子
さ

ん
。
農
薬
を
減
ら
し
有
機
肥
料
を
使
用

し
て
栽
培
し
ま
す
。

　
ト
マ
ト
を
生
食
以
外
の
用
途
で
も
広

め
る
た
め
、
県
内
の
女
性
農
家
の
組
織

「
あ
き
た
ア
グ
リ
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
に
参
加
し
、
活
動
の
一
環
で

ソ
ー
ス
を
開
発
。
い
わ
ゆ
る
ウ
ス
タ
ー

ソ
ー
ス
で
、
揚
げ
物
と
の
相
性
が
抜
群

だ
と
い
い
ま
す
。
ト
マ
ト
を
ベ
ー
ス

に
、
同
市
産
の
リ
ン
ゴ
や
セ
ロ
リ
な
ど

も
使
用
し
て
い
ま
す
。
「
９
種
類
の
ス

パ
イ
ス
を
ち
ょ
う
ど
良
い
加
減
に
す
る

の
に
苦
労
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
１
月
に
２
０
０
個
が
完
成
し
、
会
員

制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
な
ど
で
商

　

美
郷
町
浪
花
の
齊
藤
香
寿
美
さ
ん

（
34
）
は
、
自
身
で
栽
培
し
た
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
と
野
菜
を
組
み
合
わ
せ
た
「
野
菜
嫌

い
の
子
ど
も
が
い
る
お
母
さ
ん
が
作
っ
た

ジ
ャ
ム
」を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
３
人
の
子
供
が
野
菜
を
食
べ
ず
悩
ん
で

い
た
時
、
自
家
消
費
用
と
し
て
加
工
し
て

い
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
に
野
菜
を
混

ぜ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
試
食
し
た
子
供

の
反
応
を
見
て
野
菜
の
量
を
調
整
し
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
で
野
菜
の
味
を
消
さ

な
い
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

　
食
べ
た
人
か
ら
は
「
野
菜
を
食
べ
な
い

子
供
が
こ
れ
な
ら
食
べ
た
」
「
野
菜
の
嫌

な
部
分
が
無
い
」
と
の
声
が
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
。
上
白
糖
よ
り
も
血
糖
値
の
上
昇

が
緩
や
か
な
テ
ン
サ
イ
糖
を
使
用
し
て
い

る
た
め
、
健
康
を
気
に
す
る
人
に
も
好
評

で
す
。

　
商
品
を
販
売
す
る
大
仙
市
の
し
ゅ
し
ゅ

え
っ
と
ま
る
し
ぇ
の
藤
田
学
店
長
は
、

「
齊
藤
さ
ん
は
、
農
業
に
対
し
て
の
や
る

気
が
強
い
。
消
費
者
に
安
全
・
安
心
な
商

品
を
宣
伝
し
ま
し
た
。
在
庫
が
な
く
な

る
店
も
あ
る
ほ
ど
人
気
を
呼
ん
で
い
ま

す
。

　
今
年
は
ト
マ
ト
の
播
種
作
業
が
３
月

に
終
わ
り
、
６
月
末
か
ら
10
月
い
っ
ぱ

い
に
か
け
て
収
穫
を
行
う
予
定
で
す
。

「
今
年
も
収
穫
が
終
わ
っ
て
か
ら
商
品

の
製
造
に
取
り
掛
か
る
。
今
後
は
ミ
ス

タ
ー
Ｋ
シ
リ
ー
ズ
で
別
の
加
工
品
製
造

に
も
挑
戦
し
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

品
を
届
け
て
く
れ
る
」
と
話
し
ま
す
。

　
子
供
か
ら
「
将
来
は
お
母
さ
ん
の
野
菜

を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
お
店
を
開
き

た
い
」
と
言
わ
れ
る
な
ど
、
家
族
の
応
援

を
励
み
に
す
る
齊
藤
さ
ん
。
義
父
の
稲
作

を
夫
婦
で
引
き
継
ぐ
こ
と
を
考
え
て
い
る

た
め
、
「
い
つ
か
地
産
地
消
の
お
店
を
開

け
た
ら
面
白
そ
う
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

小 原 聡 子さん

齊 藤 香寿美さん

栽培したトマトで
加工品製造

ブルーベリージャムと
野菜を組み合わせ

湯沢市

美郷町

商品は税込み810円。ミスターＫは勝美さんの
名前から取りました

野菜を敬遠する子供が手に取りやすい
よう、ラベルにも力を入れました。税込
み400円です

「今年も加工品を製造できるよう、
まずはおいしいトマトを作りたい」
と小原さん

「１番人気はトマトとの組み合わせ」
と齊藤さん
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ご意見・ご要望はこちらへ
nosaiakita

　 @nosaiakita.or.jp

お知らせ
からの

和
４
年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

を
有
す
る
者

②
普
通
自
動
車
免
許
取
得（
予
定
）者

◆
申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
類
を
郵
送
ま
た
は
持

参
。
様
式
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
本
所
・
各
支
所
で
受
け
取

り
可
能
で
す
。

◆
申
込
期
間

　
令
和
３
年
４
月
１
日
（
木
）
か

ら
令
和
３
年
５
月
31
日
（
月
）
ま

で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

※	
郵
送
の
場
合
は
５
月
31
日
の
消

印
有
効

◆
試
験
日

　
一
次
試
験

　
　

	

令
和
３
年
６
月
18
日
（
金
）

　
二
次
試
験

　
　
令
和
３
年
７
月
上
旬

◆
試
験
会
場

秋
田
県
農
業
共
済
会
館

（
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50
号
）

◆
問
い
合
わ
せ

　
本
所
・
総
務
部
総
務
課

　
☎
０
１
８

－

８
８
４

－

５
２
２
２

　
水
稲
共
済
は
田
植
え
前
ま
で
申

し
込
み
が
可
能
で
す
。
頻
発
す
る

自
然
災
害
に
備
え
て
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

　
組
合
で
は
、
令
和
４
年
４
月
１

日
採
用
予
定
の
「
一
般
職
職
員

（
上
級
＝
大
学
卒
業
程
度
）
」
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
業
務
内
容

　

農
業
保
険
法
に
基
づ
く
業
務

（
事
務
、
現
地
調
査
、
損
害
評
価

や
保
険
の
推
進
な
ど
）

◆
採
用
予
定
人
数　
４
名
程
度

◆
勤
務
地
（
事
務
所
）

　

秋
田
県
農
業
共
済
組
合　

本

所
・
各
支
所
（
秋
田
市
・
鹿
角

市
・
能
代
市
・
由
利
本
荘
市
・
大

仙
市
・
横
手
市
・
湯
沢
市
）

※
勤
務
地
は
出
身
地
を
考
慮
し
て

決
定
し
ま
す

◆
受
験
資
格

①
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
大
学
卒
業
以
上
の
学
歴
（
令

北秋田山本支所 TEL 0185-54-5540
仙 北 支 所 TEL 0187-63-1066

北 鹿 支 所 TEL 0186-23-7401
由 利 支 所 TEL 0184-24-3301
雄 勝 支 所 TEL 0183-73-7131

本 　 　 所 TEL 018-884-5222
中 央 支 所 TEL 018-865-1701
横手市支所 TEL 0182-32-4150

NOSAIへのお問い合わせは

　
頻
発
す
る
自
然
災
害
や
長
期
化

す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
へ
備
え
る
た
め
、
多
く
の
農
業

者
が
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
ま

す
。

　
令
和
３
年
４
月
１
日
付
で
職
員

を
採
用
し
ま
し
た
。

◆
中
央
支
所

　
建
物
農
機
具
課
主
事

　

	

玉
尾　
奏
汰

◆
仙
北
支
所

　
家
畜
果
樹
園
芸
課
主
事

	
藤
澤　
太
希

　
建
物
農
機
具
課
主
事

	

伊
藤　
奈
菜
子

◆
横
手
市
支
所

　
農
産
課
主
事	

菅
原　
一
哉

◆
県
北
家
畜
診
療
所

　
技
師	

青
木　
祐
歌

◆
中
央
部
家
畜
診
療
所

　
技
師	

椿　
　
　
馨

　
令
和
３
年
３
月
31
日
付
で
職
員

が
退
職
し
ま
し
た
。

　
（　
）
内
は
旧
所
属

　
※
は
再
雇
用

照
井　
真
澄

　
（
本
所
副
参
事
）

石
山　
一
行	

※

　
（
本
所
事
業
統
括
部
長
）

鈴
木　
　
修

　
（
中
央
支
所
支
所
長
）

伊
藤　
有
也

　
（
中
央
支
所
農
産
課
主
事
）

麻
生　
昭
一	

※

　
（
横
手
市
支
所
家
畜
果
樹
園
芸
課
課
長
）

麻
生　
清
実	

※

　
（
雄
勝
支
所
支
所
長
）

高
橋　
　
晃	

※

　
（
雄
勝
支
所
家
畜
果
樹
園
芸
課
課
長
）

　
当
組
合
の
筆
頭
副
組
合
長
理
事

を
務
め
て
お
り
ま
し
た
泉
満
廣
氏

が
、
３
月
５
日
に
逝
去
い
た
し
ま

し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

令和２年度収入保険加入実績
支所 個人 法人 合計

北 　 　 鹿 158 31 189
北秋田山本 219 43 262
中 　 　 央 261 33 294
（大潟村） 91 5 96
由 　 　 利 246 24 270
仙 　 　 北 198 43 241
横 手 市 239 27 266
雄 　 　 勝 180 32 212
合 　 　 計 1,592 238 1,830
（令和３年３月31日現在）

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

水
稲
共
済
の
加
入
は
お
済
み
で
す
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

訃　
報

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

収
入
保
険
加
入
者
が
増
え
て
い
ま
す
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　能代市内の弁当屋に勤務して２
年目になります。白神ねぎなどの
野菜を農家の方から調達して調理
しています。
　料理が好きで今の仕事を選びま
した。雰囲気が良くて仕事がしや
すいです。お客さまから「ありが
とう」の一言をもらえるとやりが
いを感じます。
　農業は私たちの生活に欠かせま
せんが、天候に左右され先が読め
ず大変だと同世代の専業農家さん
から聞きます。おいしいお米や野
菜などを毎日食べられるのは農家
の皆さんのおかげなので、これか
らも感謝の気持ちを忘れず調理に
励みたいです。

感謝の気持ちで調理を

佐藤　幸
ゆき

塁
る

 さん（22）
～ 能代市 ～

　
あ
き
た
村
だ
よ
り
、
地
元
の
若
い
農
家

の
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
園

芸
施
設
共
済
は
農
家
に
と
っ
て
の
強
い
味

方
で
す
ね
。�

（
三
種
町
・
成
田
さ
ん
）

　
キ
ラ
キ
ラ
こ
ま
ち
の
笑
顔
、
そ
し
て
表

紙
の
女
の
子
３
人
の
笑
顔
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
思
わ
ず
ホ
ッ
コ
リ
し
ま
す
。

�

（
五
城
目
町
・
嶋
崎
さ
ん
）

　
思
い
が
け
な
い
大
雪
で
ハ
ウ
ス
２
棟
が

潰
れ
て
し
ま
い
、
す
ぐ
に
地
区
の
資
材
セ

ン
タ
ー
に
注
文
し
ま
し
た
。
自
然
災
害
っ

て
本
当
に
怖
い
で
す
ね
。

�

（
由
利
本
荘
市
・
畑
山
さ
ん
）

　
昨
年
は
い
も
ち
病
で
大
変
な
年
で
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
被
害
申
告
し
、
共
済
金
を

い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

�

（
美
郷
町
・
前
田
さ
ん
）

　
早
春
の
味
ヒ
ロ
ッ
コ
、
ス
ー
パ
ー
で
見

か
け
て
も
、
ど
の
よ
う
に
栽
培
さ
れ
て
い

る
の
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
変
な
労

力
と
手
間
が
か
か
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

�

（
横
手
市
・
高
橋
さ
ん
）

　
ヒ
ロ
ッ
コ
料
理
を
拝
見
し
、
も
う
す
ぐ

春
が
訪
れ
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ヒ

ロ
ッ
コ
の
根
っ
こ
ま
で
使
う
レ
シ
ピ
を
知

り
、さ
っ
そ
く
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
羽
後
町
・
原
田
さ
ん
）

キ
ラ
キ
ラ
こ
ま
ち

①クイズの答え
②５月号でよかった記事や感想。ＮＯＳＡＩへの要望等（必ず）
③郵便番号　住所
④氏名　⑤年齢
⑥電話番号

0 1 0 0 0 0 1

‐
４
‐
３
通
中
市
田
秋

50

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
秋
田

　
　
　
　
企
画
広
報
課

63

【応募締切】令和3年５月24日（月） 消印有効
当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。
前号の答えは「園芸施設」でした。

　大仙市の内小友ファー
ムで栽培している青大豆
の名前は何でしょうか（P2
参照）。正解者の中から抽
選で８名様にP15で紹介
したブルーベリージャム
をプレゼントします。

プ レ ゼ ン ト ク イ ズ

前
号
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お
便
り
の

　
　
　
　
　
　
　
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す

大仙市内小友の

大槻　竜
り く

空 くん（10）

大槻　凌
り ょ う

生 くん（7）
（智也さん、美希子さん長男・次男）

今回の撮影に
ご協力いただいたのは、

　「秘伝とうふは何もつけなくても
おいしい！」と話す２人。お父さんが
専務を務めるアグリフライト大曲のイチゴハウスで記念撮影。

表 紙 の 紹 介

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
野
菜
を

組
み
合
わ
せ
た
「
野
菜
嫌

い
の
子
ど
も
が
い
る
お
母

さ
ん
が
作
っ
た
ジ
ャ
ム
」
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◆
発
行
／
秋
田
県
農
業
共
済
組
合
　
　
　
〒
010－0001 秋

田
県
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50号

　
　
　
◆
電
話
／
018－884－5222

5
2021
vol.6

隠家あわい
店主　冨岡 　誠 さん

　伝統野菜や旬の食材を使っ
た料理を提供する小料理店
「隠家あわい」店主。「あき
た郷土作物研究会」会員

〒010–0967
秋田市高陽幸町５–15
☎018–823–3251
営業時間
　17：30〜22：30
　※昼は要予約
定休日
　日曜日

至土崎

新
国
道

至秋田駅山王十字路

山王大通り 竿燈大通り

いとく新国道店●

ミロックス新国道店●

●秋田中央郵便局

●

●隠家あわい

秋田さしびろ
　九条ネギ系の葉ネギ
で、甘味と柔らかい食
感、ぬめりが特徴。鍋
物や味噌汁、酢味噌和
えなどに利用されま
す。主な産地は秋田市
と由利本荘市。

監
修

サシビロと男鹿のメカブと
ホタルイカの卵とじ
 材料
サシビロ50g、メカブ30g、
ホタルイカ30g、かつお出汁150cc、
しょうゆ30cc、みりん20cc、卵１個

 つくり方
①�サシビロは5cmほどの長さに切り、
メカブは茎から切り離して一口大に
切る
　※�丁寧に仕上げる場合はホタルイカ
の目、クチバシ、中骨を取り除い
ておく

②�出汁、しょうゆ、みりんを一人用の
土鍋に沸かして具材を入れる。再度
沸騰してきたら卵を溶き入れて蓋を
して火を止める
　卵にふんわりと火が通ったら完成

 材料
サシビロ100g、ごま油20cc、
しょっつる10cc、
かつお節ほか薬味適宜

 つくり方
①�サシビロを5cmほどに切り、ごま油
を熱したフライパンに入れる
②�弱めの中火でじっくりと焼き、さし
びろの甘味を引き出す。
　�焼き目がついてきたらしょっつるを
まわしかける
③�器に盛り付け、かつお節、七味唐辛
子、山椒の粉などを散らして完成

サシビロしょっつる焼き
 材料
サシビロ1/2束、生地（薄力粉70g、
片栗粉30g、かつお出汁100cc、卵１
個、塩少々）、ごま油30cc、
タレ（しょうゆ大さじ1、酢大さじ１、
ラー油小さじ１、すりごま小さじ１）

 つくり方
①�サシビロを2cmの長さに切る
②�ボウルに生地の材料を全て入れ、混
ぜ合わせる
③�フライパンにごま油を半量入れて熱
し、サシビロをサッと焼きつける
④�生地をフライパンに流し入れ、固
まってきたら残りのごま油を下に流
し入れてから、生地を返す
⑤�両面にしっかり焼き色がついたら切
り分けて分量を混ぜ合わせたタレを
つけて完成

サシビロ韓国チヂミ

そ
の
五伝統野菜をおいしく

あ き た の

■12頁に関連記事
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